
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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今年度は、質向上の評価が高く、研修や会議等を今後も継続していくことができ

るように努めていきたい。全年齢、個々の興味関心に合わせたアトリエ活動やプ

ロジェクト保育を行い、子どもたちが主体的にあそび出せる環境を整え、園外散

歩の機会も増やし自然との関わりや人と人との多様な関わりを中心に子どもたち

がのびのびと育つ姿が見られるようにしていきたいと思う。その反面、一人ひと

りが生活や保育に見通しを持てるように援助し、安全面へのさらなる配慮を行っ

ていくことが求められていると感じるため、課題として上がっていることを一つ

ひとつ丁寧に改善して行きたい。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

職員・職員の家族と

の「信頼」の構築 

園長・先輩職員と積極的に話せる場（会議・面談等）や保育を

語る場を持ち、意見や考えや悩みを共有し、また認め合う事で

保育しやすい働きやすい環境を目指す 

こども・子ども・高

齢者・障害者との

「信任」の構築 

チェックリストや会議うや話し合いを重ね養護・子どもの権利

等に意識を高め、職員間で指摘し合える関係や同じ価値観をも

てるようにして園全体の質の向上を目指す 

地域の学校との「信

頼」の構築 

つながり事業を通して地域との連携を図り、交流事業に参加し

小学校にも保護者にも安心していただける関係づくりを目指す 

 


